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研究成果の概要：分裂酵母を材料に減数分裂を制御する分子機構を解析し、減数分裂のための

遺伝子の mRNA にはそれらを栄養増殖時には細胞から選択的に取り除くための目印が埋め込
まれていることを発見し、またそれらが減数分裂時には減数分裂マスター制御因子Mei2pによ
って安定化されるメカニズムを解明した。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
16 年度 81,900,000 24,570,000 106,470,000 

17 年度 57,500,000 17,250,000 74,750,000 

18 年度 47,300,000 14,190,000 61,490,000 

19 年度 53,500,000 16,050,000 69,550,000 

20 年度 42,700,000 12,810,000 55,510,000 

総 計 282,900,000 84,870,000 367,770,000 

 
 
研究分野：生物学 
科研費の分科・細目：生物科学・分子生物学 
キーワード：RNA／細胞周期／減数分裂 
 
１．研究開始当初の背景 
 減数分裂は、生殖細胞で染色体数を半減さ
せ、また染色体間に高頻度で遺伝情報の交換
をもたらす有性生殖のための重要な過程であ
る。進化に寄与した仕組みであり、減数分裂
の制御機構の解明は生命のより深遠な理解へ
と我々を導く。研究代表者らは分裂酵母を材
料に、減数分裂の開始と進行を司る減数分裂
のマスター制御因子である RNA 結合タンパク
質 Mei2p を同定していた。また減数分裂に特
異的に必要とされる mRNA が体細胞分裂周期
で転写されても安定に細胞内に蓄積されない
現象を観察していた。 
 

２．研究の目的 
(1) 減数分裂に必要な mRNA には栄養増殖時
にそれらを積極的に不安定化する領域が組み
込まれていることを予備的に認めていた。こ
の新しい制御の詳細を明らかにし、減数分裂
開始シグナルに呼応して mRNA の安定化を図
る機構を明らかにする。 
(2) 栄養源を識別して減数分裂を誘導する情
報伝達経路の解明を図る。特に、外界の状態
と細胞の生理状態をつなぐとされる TOR キ
ナーゼが分裂酵母の有性生殖の制御において
果たしている役割を解き明かし、栄養状態の
識別に関わる TOR の分子機能に迫る。 
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